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千葉市では、特別史跡加曽利貝塚で実施している令和６年度の発掘調査成果を解説する

「発掘調査現地説明会」を開催しますので、お知らせします。 

 

１ 趣旨 

千葉市では、特別史跡加曽利貝塚のさらなる解明に向け、令和５年度から第３期調査と

して、５７年ぶりにもなる北貝塚の本格的な発掘調査を実施しています。 

このたび、今年９月から実施している発掘調査（第３期調査２カ年目）の調査成果を説

明します。 

 

２ 日時 

令和６年１１月３０日（土）１０：００～１５：００ 

以下の時間帯（３０分／回）に分け解説を行います。（各回定員４５人） 

①１０：００ ②１０：３０ ③１１：００ ④１１：３０ ⑤１３：００ 

⑥１３：３０ ⑦１４：００ ⑧１４：３０ 

※荒天中止。中止の場合は１１月２９日（金）１６：００までに加曽利貝塚博物館ホーム

ページでお知らせします。 

【URL】https://www.city.chiba.jp/kasori/ 

 

３ 会場 

  特別史跡加曽利貝塚（若葉区桜木８－３３－１）  

＜アクセス＞千葉モノレール桜木駅または京成バス桜木町バス停下車、徒歩約１５分  

 

４ 参加方法 

  当日受け付け（事前申し込み不要） 

 

５ 見どころ 

（１） 縄文時代後期の柱穴群と遺物集中地点 

令和５年度調査では、調査区西側の約２５０平方メートルについて、遺構確認面まで

の掘削を実施したところ、整理箱２８箱分の遺物が出土したほか、土坑２７８基を検出

しました。土坑の多くは、径２０センチ程度の平面円形をしており、２０～５０センチ

の深さがあります。形態的特徴と分布から縄文時代後期の住居跡に伴う柱穴群と考えら

れます。令和６年度調査では、隣接する調査区東側で掘削を継続しています。遺物の出

土量は調査区西側よりも多く、縄文時代後期の遺物が集中して出土しました。 
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（２） 縄文時代中期の小竪穴群  

令和５年度調査の結果、後期の遺構群が調査区の広範囲にわたって確認できました。

今年度の調査では、さらに下層にある縄文時代中期の遺構を確認するため、調査区北壁

に幅５センチのサブトレンチ（試掘溝）を設定して調査を行っています。サブトレンチ

からは縄文時代中期の土坑や小竪穴が検出され、調査区東側（堤状貝層付近）ほど遺構

の分布密度が高くなっている様子がわかります。 

（３） 堤状貝層の堆積状況  

貝層の分布範囲と時期、堆積状況を確認するため、調査区北壁に設定したサブトレン

チを堤状貝層にまで延長して調査を行っています。イボキサゴを主体とする貝層は、小

さなハマグリを多く含むことから縄文時代中期の所産と考えられます。ただし、出土遺

物には中期から後期の土器が含まれており、今後も詳細な調査を継続する必要がありま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 報道機関向け現地レクチャーの開催 

（１）日時 

   令和６年１１月２８日（木）１４：００から 

（２）取材申込 

現地でのレクチャーに参加を希望される方は、１１月２８日（木）１０：００までに

文化財課（電話２４５－５９６０）へ事前にご連絡ください。 

※レクチャー当日は、加曽利貝塚博物館正面入口にお越しください。 

今年度の発掘調査の様子  昨年度の現地説明会の様子  


